
と
あ
る
が
嚢
計
算
方
式
と
は
具
膿
的
に
果
し
て
何
を
意
回
す
る
も
の
か
了

解
に
苦
し
む
も
の
で
あ
る
。
今
假
に
扁
歩
を
譲
り
之
を
猫
立
探
算
銭
轡
は

之
に
類
似
す
る
屯
の
と
推
察
す
る
な
ら
ば
寧
ろ
各
議
電
所
毎
に
紹
螢
箪
位

を
定
む
べ
き
で
あ
っ
て
そ
の
方
が
よ
り
一
暦
大
山
試
案
に
示
さ
れ
た
所
謂

「
輕
警
責
任
膣
制
の
確
立
」
を
計
り
得
る
こ
と
と
な
る
の
で
は
な
い
か
。

　
叉
産
業
の
民
主
化
と
は
必
ず
し
竜
分
割
を
意
回
す
る
亀
の
で
は
な
く
企
㌧

業
の
蓮
螢
の
内
に
こ
そ
求
め
得
ら
れ
る
の
で
鐡
道
、
崇
遊
信
等
の
公
共
事
業

め
民
主
化
の
問
題
に
し
て
竜
そ
れ
が
決
し
て
分
．
割
化
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ

て
得
ら
れ
る
も
の
に
非
ざ
る
こ
と
を
こ
そ
愚
ふ
べ
き
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
む
　
　
　
む
　
な

　
斯
く
し
て
大
出
試
案
に
盛
ら
れ
た
内
容
は
そ
の
方
針
と
要
領
と
の
間
に

一
貫
性
を
歓
き
反
っ
て
獲
逡
電
事
業
の
一
就
化
に
馴
す
る
強
力
な
基
礎
付

け
に
こ
そ
な
れ
決
し
て
分
離
案
に
麹
し
て
の
正
常
な
根
櫨
を
輿
へ
得
る
も

の
と
は
云
ひ
難
ひ
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
蕊
、
む
　
　
す
　
　
び

　
以
上
我
々
は
主
と
し
て
慰
籍
驚
倒
黙
よ
り
し
て
北
海
道
電
氣
事
業
分
離

案
の
可
否
に
付
橡
討
を
加
へ
、
そ
の
結
果
分
離
案
の
愛
當
な
ら
ざ
る
こ
と

を
主
張
し
た
の
で
あ
る
が
、
然
し
之
は
飽
く
迄
亀
北
海
道
の
電
氣
事
業
の

現
状
を
考
慮
し
た
上
の
こ
と
で
あ
っ
て
將
來
本
受
電
氣
事
業
の
設
備
の
改

善
．
擾
充
蚊
に
纏
螢
の
安
定
が
蟹
現
さ
れ
た
曉
に
於
て
は
必
ず
ん
竜
分
離

案
に
反
麹
を
唱
へ
る
亀
の
で
は
な
い
，
・

　
唯
過
度
経
濟
力
集
申
排
除
法
の
即
時
適
用
に
駕
す
る
除
外
例
を
望
む
の

は
北
海
道
産
業
の
開
蟄
と
爲
本
縄
濟
の
再
建
を
希
求
す
る
が
爲
に
外
な
ら
臣

ぬ
か
ら
で
あ
る
。
　
・
　
　
　
　
　
　
　
　
（
文
責
、
石
河
英
夫
）

學界

二
三

最
近
の
協
同
組
合
丈
献

岡
　
本
　
理
　
』

参

　
本
誌
第
四
號
に
．
劇
職
後
か
ら
昭
和
二
十
二
年
七
月
頃
ま
で
の
我
が
協

同
組
舎
文
献
の
電
な
る
鵡
の
を
掲
げ
た
が
写
こ
蘇
に
は
そ
れ
以
後
に
入
手

し
た
羅
行
｛
醤
と
…
野
臥
論
文
を
紹
介
し
た
い
。
す
で
に
商
工
協
同
組
合
…
法
や

農
業
協
同
組
合
法
の
蜜
施
を
み
、
蚕
た
近
く
は
満
費
生
活
協
同
組
合
法
も

奪
實
施
さ
れ
よ
う
と
し
て
、
協
同
組
合
蓮
動
亀
い
よ
い
よ
活
漫
と
な
り
箋
良

い
文
献
竜
．
択
第
に
増
加
し
て
き
た
が
、
紙
幡
の
都
舎
で
紹
述
が
簡
輩
に
な

っ
た
の
は
や
む
を
得
な
い
。

　
蹴
、
近
藤
籏
男
憾
士
薯
｛
、
協
岡
駕
禽
原
論
」
（
お
茜
版
、
、
二
八
一
頁
．

昭
和
二
ふ
1
三
年
六
月
、
｛
果
山
尽
、
農
ハ
叢
小
判
胤
四
翻
脚
A
備
研
｛
一
回
一
鍍
行
、
定
　
償
胃
十
三
）

　
著
渚
は
有
名
な
農
業
経
濟
惑
者
で
、
絡
職
後
、
東
大
敏
授
に
復
引
し
た

入
。
本
章
は
昭
和
十
年
獲
行
の
第
ご
版
に
、
若
干
字
句
の
修
正
を
加
え
た

復
刊
馨
で
あ
る
。
そ
の
特
色
は
第
一
編
「
協
同
組
・
曾
の
本
質
〕
に
關
す
る

理
論
的
考
察
に
み
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
資
本
主
義
と
協
同
組
合
と
の
關
係

に
つ
き
、
東
畑
構
邸
士
（
「
協
同
組
ム
蹴
と
農
業
問
顯
岬
」
）
の
ご
と
く
・
、
協
同
組

合
を
以
て
資
本
、
蕊
義
纒
濟
組
織
を
揚
棄
し
て
そ
れ
に
代
る
も
の
と
み
ず
．

反
っ
て
資
本
主
義
の
内
部
に
お
い
て
流
通
渦
…
程
の
合
理
化
を
は
か
る
組
緻

と
し
て
い
る
こ
と
．
協
岡
組
合
に
お
け
る
協
同
意
識
の
墓
礎
を
物
質
的
躍

係
に
み
て
、
こ
の
上
に
精
紳
的
要
素
が
附
け
加
わ
る
と
し
て
い
る
こ
と
、



潰
費
組
合
に
無
し
抽
象
化
さ
れ
た
消
費
渚
一
般
を
講
成
算
と
み
ず
、
そ
の

本
質
的
部
分
は
工
業
勢
働
嚢
で
あ
る
と
し
て
い
る
こ
と
、
そ
し
て
こ
の

闘
、
本
位
田
博
士
の
濡
紙
組
合
論
に
饗
し
鋭
い
批
判
を
加
え
て
い
る
こ
と

等
は
、
「
原
論
」
の
名
に
ふ
さ
わ
し
い
論
述
ぶ
り
で
あ
る
。
第
二
編
は
「
我

國
農
業
問
題
と
協
同
組
合
」
を
取
扱
い
、
農
業
協
同
組
合
の
三
野
は
商
業

利
潤
の
低
減
に
あ
る
と
言
う
見
地
か
ら
、
職
前
の
、
我
が
農
村
に
お
け
る
信

用
組
合
、
米
総
湯
費
組
合
．
養
二
業
、
反
影
痙
動
、
農
村
の
工
業
化
、
農

監
物
県
費
組
織
等
に
つ
き
、
具
膿
的
な
論
述
を
行
っ
た
・
も
の
で
、
今
日
の

事
態
か
ら
み
て
参
考
と
な
る
と
こ
ろ
少
く
な
い
。
気
孔
研
究
者
の
必
新
書

と
し
て
す
玉
め
ら
れ
る
。

　
二
、
奥
谷
松
治
域
著
「
協
圖
組
合
論
し
（
お
蘇
版
、
二
四
三
頁
、
昭
和
二

十
三
年
四
月
、
東
京
、
農
業
協
同
組
合
研
究
會
襲
行
、
定
偵
八
十
五
圓
）

　
十
年
前
、
唯
物
論
全
書
の
一
毬
と
し
て
斑
さ
れ
た
も
の
㌧
改
訂
版
で
あ

る
。
前
記
の
近
藤
博
士
の
署
書
が
東
畑
博
士
の
蓑
書
を
繋
象
と
し
て
批
判

的
論
述
が
行
わ
れ
て
い
る
の
に
封
し
、
本
書
は
主
に
近
藤
博
士
の
碧
獣
口
を

鍬
象
と
し
て
理
論
構
成
が
な
さ
れ
て
い
る
。
協
同
組
合
の
意
義
を
「
勢
働

者
・
諸
使
用
入
お
よ
び
筆
立
小
生
簸
渚
に
具
す
る
商
業
資
本
・
高
利
貸
資

本
の
搾
取
を
合
理
化
し
、
そ
れ
等
に
資
本
主
義
的
技
術
を
操
用
さ
せ
る
組

織
」
と
規
定
し
、
ま
た
研
究
方
法
と
し
て
据
物
史
襯
的
方
法
を
と
り
篭
協

同
組
舎
躍
と
い
5
ご
と
き
猫
自
の
理
論
傍
系
の
成
立
を
認
め
ず
、
そ
れ
は

骨
壷
學
、
趣
濟
政
策
論
、
纒
電
機
等
に
包
含
ぜ
ら
れ
る
も
の
と
し
、
更
に

協
同
組
合
の
基
礎
を
本
位
田
博
士
等
の
言
う
「
協
同
組
合
嘆
願
し
に
求
め

ず
、
特
定
の
物
質
的
生
巡
航
の
悪
慣
段
階
が
形
成
す
る
励
會
纒
濟
的
構
慧

に
求
め
て
い
る
こ
と
等
は
、
異
色
あ
る
論
述
と
言
わ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
爾
、

　
　
　
　
　
ノ

本
論
の
第
一
章
は
イ
ギ
ゾ
ス
の
県
費
総
合
、
フ
ラ
ン
ス
の
生
差
総
合
、
ヂ

イ
ツ
の
信
士
組
合
、
臼
本
の
協
同
茅
舎
が
、
融
　
會
の
纒
濟
纏
懸
と
い
か
な

る
關
蓮
を
以
て
獲
生
し
た
か
を
明
か
に
し
、
第
二
章
以
下
は
協
同
隷
膏
の

選
管
〔
、
内
部
翻
脚
織
、
鰍
職
濟
的
機
焔
膨
、
政
治
W
繕
動
を
詳
し
く
㎝
蓬
べ
て
い
る
。

全
膿
を
頽
じ
て
抽
象
的
．
拠
念
的
で
な
く
、
具
騰
的
に
膿
系
化
し
た
論
蓮

が
な
さ
れ
て
い
る
の
で
、
入
門
欝
と
し
て
よ
く
．
憲
た
協
同
総
合
空
想
の

信
奉
奢
に
一
の
反
省
掬
輿
え
る
た
め
に
も
謬
照
が
望
ま
れ
る
。

　
蕊
、
三
田
敬
寒
鄭
博
士
稿
「
協
同
組
合
の
性
格
」
（
榊
戸
纒
濟
大
悪
糎

濟
研
究
所
編
夙
國
民
博
二
王
誌
』
第
七
十
九
巷
第
一
二
一
號
i
昭
和
二

十
三
年
照
月
、
大
阪
．
創
元
就
叢
行
、
鑓
償
三
十
圓
一
所
載
、
A
5
版

一
四
頁
）

　
本
論
丈
は
終
職
後
に
生
誕
し
た
我
が
協
岡
組
合
の
多
く
が
、
商
三
業
，

農
業
、
生
活
の
何
れ
の
部
門
の
も
の
た
る
を
問
わ
ず
、
鎮
正
な
歩
み
を
せ

ず
、
繊
潰
に
そ
れ
て
い
る
捌
あ
る
に
鑑
み
v
そ
れ
を
正
道
に
渓
す
た
め
、

改
め
て
そ
の
性
格
の
吟
昧
と
正
し
い
把
糧
…
を
試
み
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
鵜

先
ず
フ
｝
り
轟
や
オ
ー
エ
ン
の
恩
想
よ
り
博
い
て
、
そ
の
進
取
的
理
想
性

を
朔
か
に
し
、
次
に
こ
れ
の
製
塩
的
年
明
と
し
て
”
ッ
チ
デ
ー
ル
の
諸
原

則
が
一
々
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
更
に
農
業
協
同
紐
合
の
軍
要
性
と
、
こ
れ

と
生
活
協
同
葺
合
と
の
翻
係
に
論
及
し
、
前
者
の
共
同
販
嚢
、
後
者
の
共

同
購
買
が
賢
明
な
方
法
と
し
て
提
示
さ
れ
て
い
る
。
最
後
に
協
同
組
合
は

現
賓
に
よ
く
醤
御
し
て
能
勢
的
．
建
設
的
に
役
流
砂
柴
す
と
同
時
に
、
本

影
の
理
想
で
あ
る
人
聞
性
の
温
感
書
を
目
指
し
、
謂
わ
ゆ
る
現
代
的
騎
士
道

を
歩
む
と
こ
ろ
に
葭
の
牲
格
が
あ
る
と
さ
れ
る
。
最
近
こ
の
方
面
の
研
究

を
進
め
て
い
ら
れ
る
博
士
の
初
論
文
と
思
わ
れ
る
が
、
明
快
な
論
述
ぶ
り

三
二



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
三

薮
難
題
嘲
、
．
の
倫
理
的
性
絡
を
納
得
せ
し
め
、
綾
く
訳
の
論
頁
纒
鎧
論
難
犠
薄
い
鞭
紳

　
鷹
、
雑
誌
。
載
露
圏
。
聴
集
「
組
合
の
理
論
」
（
「
溝
型
妬
し
第
二
雀
第
、
　
國
の
研
究
蔚
や
遽
動
當
塞
漕
の
關
心
事
で
あ
ろ
う
、
本
書
は
か
k
る
要
三

三
號
－
昭
和
二
十
三
年
三
月
、
東
京
、
青
山
書
院
獲
行
、
定
償
二
十
五
　
　
に
こ
た
え
た
も
の
で
、
特
に
第
一
章
の
「
ア
メ
リ
カ
に
於
け
る
協
岡
組
合

圓
f
所
載
、
A
5
版
、
三
三
頁
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
論
篇
に
お
い
て
、
協
同
組
合
と
資
水
主
義
、
就
會
・
烈
義
、
協
同
総
合
主
義

馨
身
動
の
暴
化
を
は
か
ら
ん
た
め
・
特
集
の
テ
↓
と
し
て
と
り
　
あ
關
係
に
つ
き
、
読
響
諸
羅
の
見
解
を
述
べ
て
い
る
の
に
、
我
が
紐

昭糠『

相
ﾈ
選
書
脇
鐸
灘
徳
巖
が
晦
翼
豪
雪
漕
併
せ
て
同
齢
協
同
組
、
．
の
全
貌
を
明
か
に
す
る
も
の
と

熱
薦
縫
製
（
醐
謹
撰
繭
糊
塗
愚
直
凝
急
激
專
羅
藷
鶴
評
論
臓
鑑
職

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
四
十
ぬ
號
ー
ー
昭
和
コ
十
三
年
一
粥
．
同
上
所
獲
行
、
非
費
贔
一
f
慮

る
。
協
同
組
A
・
を
定
義
し
て
養
奎
義
に
お
け
る
溝
費
婁
た
は
小
生

三
者
と
小
う
纏
濟
的
賜
者
の
組
織
す
る
組
A
ど
竃
す
る
見
解
は
、
前
詑
近
・
　
’
載
、
A
菖
版
，
一
七
頁
）
　
・
　
門

藤
博
士
や
奥
谷
氏
の
灰
説
に
や
毒
い
が
、
同
檬
の
患
想
的
立
場
に
あ
る
　
生
活
協
同
組
合
が
各
地
に
設
け
ら
れ
る
に
伴
い
、
ア
・
リ
カ
の
こ
の
藩
．

か
否
か
は
詳
で
な
い
。
概
論
風
に
述
べ
て
あ
る
の
で
、
協
同
組
合
論
の
テ
　
動
が
い
か
な
る
蕪
に
あ
る
か
ほ
・
入
の
よ
く
尋
ね
る
き
ろ
で
あ
飛

キ
ス
，
に
好
適
の
も
の
で
あ
ろ
㌃
。
　
・
　
赫
　
、
　
前
詑
國
弘
激
授
の
蕃
に
竜
論
逃
さ
れ
て
い
る
が
・
太
論
畜
こ
れ
叢
．

六
、
麟
弘
昊
驚
養
ア
メ
劣
藩
組
合
し
徳
6
版
、
嚇
九
二
義
扱
い
、
天
四
四
年
の
委
ゆ
に
お
け
る
雇
羅
合
の
創
設
か
僑
、



噛職
強
雨
盗
、
昭
和
二
＋
二
年
七
難
凍
、
白
揚
説
磯
行
、
増
便
㌦

　
レ
ー
轟
ン
が
欝
シ
ァ
革
命
の
各
獲
展
段
階
ー
ナ
篇
ー
ド
　
締
キ
に
封
ず

る
闘
孚
時
代
か
ら
薪
纒
濟
政
策
の
時
代
ま
で
一
に
お
い
て
、
協
同
組
含
．
∴

に
つ
董
表
し
難
読
や
璽
の
中
か
皇
雲
竜
の
を
邦
濯
．
こ
れ
。
ξ
一

に
上
記
の
書
名
を
附
け
た
も
の
で
あ
る
心
生
濠
手
段
が
勢
働
者
…
階
級
に
鰯

せ
る
ソ
蓮
に
お
炉
て
、
オ
ー
エ
ン
流
の
協
同
組
合
を
還
し
、
し
か
亀
「
藤

岡
組
合
紺
織
は
就
會
主
義
に
完
全
に
一
致
す
る
」
と
い
う
レ
7
濃
ソ
の
蓄
5

読
を
理
解
す
る
の
に
一
讃
す
べ
き
も
の
で
あ
る
。
こ
蕊
で
ぼ
協
同
組
合
は
・

歳
會
改
良
の
一
手
段
で
な
く
、
プ
拶
レ
タ
リ
ア
3
ト
の
階
級
闘
箏
の
有
力

な
手
段
と
せ
ら
れ
て
い
る
心
．

　
九
、
国
難
武
夫
氏
著
「
ソ
ヴ
議
ー
ト
の
協
同
組
合
」
　
ハ
露
窃
版
、
蝋
八

六
頁
、
昭
和
二
十
二
年
十
噛
月
、
東
京
、
彰
考
書
院
横
行
、
定
論
五
十
五
圓
）

馨
嚢
蕩
が
進
展
し
・
響
転
ず
る
糞
の
謬
加
、
簾
購

え
ら
れ
る
に
俘
い
、
ソ
遽
に
お
け
る
協
局
組
合
の
蜜
態
が
注
穏
せ
ら
れ

＼
　
＋
、
憶
粒
題
騨
男
一
遍
薯
憂
三
三
陶
組
合
」
翁
6
版
こ
離
乳
・

　
昭
年
二
十
二
年
八
月
、
東
京
、
研
本
豊
岡
魂
合
同
熈
斜
行
、
定
儂
磨
墨
圓
）

㎞
．
「
満
費
生
活
協
隠
組
合
洪
の
蜜
施
を
間
近
に
ひ
か
え
、
こ
れ
に
關
す
る
李

易
な
解
論
書
が
望
ま
れ
る
。
本
書
億
名
著
蒲
費
組
舎
響
動
」
（
昭
和
六

年
万
）
の
列
警
醒
來
、
斯
學
の
横
滅
と
し
て
會
に
悪
た
埜
が
・

　
一
鞭
後
の
新
事
態
に
封
虞
し
て
黙
黙
さ
れ
た
亀
の
で
あ
る
。
淡
々
た
る
筆

諏
で
生
活
協
同
組
合
に
卸
す
る
事
柄
が
ほ
と
ん
ど
論
じ
つ
く
さ
れ
て
い
る

　
の
で
、
脚
～
の
難
し
い
組
合
の
何
た
る
か
を
傭
う
ろ
と
す
る
入
に
は
、
好
個

　
の
饗
考
灘
嗣
で
あ
る
ゆ

　
　
十
晦
、
橋
浦
暴
雄
氏
薯
「
協
周
組
合
の
欝
て
方
斌
ハ
鷺
拳
万
、
八
二
頁
、

　
昭
郵
二
十
二
年
九
月
、
東
京
、
毎
欝
萩
聞
飛
獲
行
、
定
債
十
八
圓
）

　
　
薯
護
東
京
都
生
活
協
同
組
A
襲
爵
働
理
事
長
の
讐
あ
る
人
で
蜜
務

の
馨
家
。
篁
の
組
織
篇
で
創
立
無
勢
會
、
創
立
欝
、
機
關
と

馨
の
仕
方
、
饗
考
選
癒
県
有
か
れ
、
笙
お
纒
緩
で
襲
簿
詑
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
四



務
宮
が
共
伺
執
熱
し
た
も
の
で
．
農
業
魯
の
解
轍
や
凝
組
合
の
設
立
と
蓮

螢
に
三
三
す
る
叢
々
を
饗
象
と
し
て
い
る
。
農
業
協
同
組
含
法
の
全
條
文

曾
二
條
）
と
商
法
の
三
三
俘
農
業
羅
の
整
三
三
す
る
法

律
の
全
撰
文
（
三
十
九
條
）
が
群
細
に
解
説
し
て
あ
る
。
執
筆
者
の
顔
弓
．

れ
か
ら
み
て
支
、
最
竜
信
頼
し
得
る
好
参
考
書
と
雷
い
得
よ
う
。

　
十
三
、
超
本
放
飼
協
欝
編
「
農
業
協
周
総
合
解
設
」
添
8
醇
版
、
一
四

　
　
　
　
　
　
ド
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ド

六
頁
、
昭
和
二
十
二
年
十
二
丹
、
東
京
、
臼
本
放
邊
出
版
協
會
褒
行
、
定

便
四
十
五
圓
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

　
澱
本
放
逡
一
曹
が
農
業
協
同
組
合
の
何
で
あ
る
か
を
、
分
り
や
す
く
農

民
に
知
ら
し
め
る
た
め
．
メ
モ
「
第
一
篇
“
曝
講
演
嘱
第
二
篇
し
の
形
で

放
回
し
・
た
も
の
を
同
法
の
施
行
を
機
禽
に
ま
と
め
て
刊
行
し
た
も
の
で
あ

る
。
放
邊
を
き
ぐ
論
腰
張
さ
で
讃
め
る
の
で
、
多
忙
な
農
家
の
人
々
に
手
頃

な
解
説
書
で
あ
ろ
う
、
講
演
者
は
農
林
省
の
課
長
．
課
員
や
斯
界
の
纏
威

潜
で
あ
る
か
ら
、
内
容
は
俗
に
璽
し
た
低
級
な
竜
の
で
な
い
。
附
録
乏
し

て
農
業
協
同
組
合
法
他
一
が
あ
る
、

　
十
三
悔
以
上
の
ほ
か
、
難
誌
「
協
飼
孟
回
し
（
月
刊
、
東
京
、
協
同
主

義
協
會
編
）
、
「
牽
小
企
業
篇
へ
月
刊
、
東
京
、
商
工
協
同
組
合
串
央
禽
編
）

に
は
舞
、
協
同
組
ム
是
即
す
る
論
文
、
羅
、
資
料
蒙
掲
蓼
ψ
書
、
’

い
る
が
き
こ
れ
ら
を
一
々
紹
介
す
る
こ
と
は
省
賂
し
た
い
。

　
十
籔
、
最
後
に
拙
稿
h
潰
費
組
合
配
給
論
し
　
（
本
誌
第
五
號
、
昭
癩
二

十
二
年
十
二
月
．
所
載
唾
A
5
四
声
二
八
頁
）
を
あ
搾
る
こ
と
を
許
さ
れ

た
い
．
こ
れ
は
配
給
論
的
晃
地
か
ら
満
費
組
合
の
生
成
と
事
業
を
考
察
し

た
も
の
で
嘱
そ
の
販
費
、
購
買
事
業
と
限
界
に
關
す
る
論
蓮
及
び
現
下
の

組
合
蓮
動
に
封
ず
る
論
欝
に
つ
黛
、
各
位
の
三
三
を
賜
れ
ば
幸
甚
で
あ

る
。
　
　
．
r
「
　
　
　
　
　
　
　
（
昭
和
二
十
三
年
九
月
十
三
）

　
　
霧

昭
和
篇
十
幾
年
ナ
桶
月
骨
覧
鑓
印
溺

叢
濃
二
十
三
年
十
“
月
三
十
ほ
獲
行

＼

罫
書
経
濟
研
究
（
年
四
二
獲
行
）

　
　
　
　
囁
定
　
贋
　
　
三
　
十
　
置

編
　
集
　
黛

螢
　
行
　
三

二
捌
者

印
鰯
所

護
行
所

代
　
　
行

小
総
回
縁
町
轡
丁
難
七
番
．
地

　
窒
　
谷
　
賢
・
治

魏
幌
欝
昏
夢
鰹
閣
入
丁
鷺

　
安
　
　
麟
　
　
勇

郎逸

　　糺
北霧

　海講

笙嚢憲

器

小
樽
維
・
濟
專
門
・
藩
校

経
　
済
　
研
　
究
・
研

北
　
方
　
出
版
魁

　
札
幌
霧
馳
澱
燦
薄
紫
3
。
　
疑

　
　
　
振
讐
㌶
壕
ム
轟
轟
輔
璽
畿
蓉

　
一
三
讃
禽
鐵
A
忽
O
A
O
一
一
三

園
本
誌
の
豫
約
及
び
…
灘
文
は
扇
切
前
金
の
こ
と

囹
振
替
欝
座
小
総
懸
網
匹
翼
番
北
方
出
版
磁

　
「
批
會
纏
濟
研
究
偏
係
宛
御
振
込
の
こ
と

ゴ


